
洋間６．５畳と種収納スペ

ースに着目して，父母 2人
だからと根拠にした生徒。

協同的な学びの場面を仕組む
☆妹の年齢は，6年生，僕は中学１年生
として，自分たちと重ねて考えられる

設定にした。

☆友達はどんな風に考えたのか，お互い

の考えを聞き合い，互いの理由を伝え

合い，考えを深められるようにした。

祖母の年齢のことや動線を

考え，玄間やトイレに近い

洋室を選んだ生徒もいた。

☆②妹の年齢は，一年後中学一年生，僕は中学２

年生として，自分たちと重ねて考えられる設定

にした。祖母は，「父方の祖母なのか」質問が出た。

父方の祖母という想定にし，祖母の年齢は生徒た

ちの祖母の年齢を聞きながら想定した。

☆②では，『就寝分離』について扱った。



ｐ５９で，空間の名称

を学習することで，家

族の共有の場所の必要

性に着目した生徒。

☆小学校で既習した通

風・喚気・採光について，

根拠にしている生徒がい

ないかも，意識しながら

机間支援をした。

友の考えを聞くこ

とで，新しい見方・

考え方に出会った

生徒。



Ｃ衣生活・住生活の自立

（２）住居の機能と住まい方

ア 家族の住空間について考え，住居の基本的な機能について知ること。

教科書を参考に住まいの役割

を穴埋めし，住居の基本的な機

能について知る。

予習・復習・自習にも使えます。

朝起きて，どこで何をす

るか問い，住空間と生活

行為について振り返り，

まとめとして，シールを

貼って，生活行為を記入

した。

学習ノート ｐ59，６０



☆自分の家を想起し

て，振り返る。

学習ノートｐ６１

自分の家を想起し

て，振り返る。

自分の家を想起し

て，振り返る。

☆皆が生活している学

校は大丈夫かな？と

問い学校の危険箇所

を調査・発表する。

家庭内でも事故が起こるのだな



教室は，火災報知機

が着いていることを

発見した生徒。

☆協同的な学びの

場面としての調査

活動を入れた。ア

クティブラーニン

グの視点を取り入

れて実際に見なが

ら，学校内を班で

調査した。

教室のテレビを手で動

かして，テレビの下に対

策がされていることに

気づいた生徒。

開け閉めする ゆらす

倒れそう
調査活動での試行・比較

気づいた安全対策
◆ストッパー
◆金具
◆ガラス用シート

倒れる
落ちる
割れる

調査結果の発表 対策は必要ないと思っていた。地震対策を
していない所は危ないから、対策が必要。

教師の手立て
◆地震で被災した写真の提示

◆予想をもとに危険箇所の調査活動
◆調査結果の発表




